
11 飛翔 2016年11月号

仙
台
城
下
の
東
の
寺
町

　
宮
城
野
通
駅
周
辺
は
、
近
年
著
し
く
変
化
し
て

い
ま
す
。
か
つ
て
の
予
備
校
は
大
学
施
設
に
変
わ

り
、
駅
を
出
れ
ば
家
電
量
販
店
の
真
新
し
い
ビ
ル

な
ど
、
現
代
的
な
街
が
目
に
入
っ
て
き
ま
す
。
少

し
足
を
の
ば
せ
ば
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
こ
ど
も
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
も
立
地
し
、
そ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
駅

構
内
の
タ
イ
ル
の
モ
チ
ー
フ
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
で
す
が
、
宮
城
野
通
駅
の
東
に
歩
を
進
め
る
と
、

そ
こ
に
は
街
の
喧
噪
と
は
ほ
ど
遠
い
、
寺
院
が
軒

を
連
ね
る
地
区
が
姿
を
現
し
ま
す
。

　
現
在
、
榴
ケ
岡
や
新
寺
の
住
所
を
持
つ
こ
の
一

帯
は
、
江
戸
時
代
に
は
仙
台
城
下
町
の
建
設
に
よ
っ

て
形
成
さ
れ
た
寺
町
で
し
た
。
伊
達
政
宗
の
晩

年
、
当
時
八や

つ
づ
か塚

と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
の
地
が
、
仙

台
城
下
の
町
人
町
な
ど
に
建
つ
寺
院
の
移
転
先
と

さ
れ
ま
し
た
。
城
下
東
部
に
は
、
す
で
に
勾
当
台

一
帯
に
か
け
て
の
場
所
に
寺
町
が
置
か
れ
て
い
ま

し
た
が
、
こ
の
先
行
し
て
置
か
れ
て
い
た
寺
町
（
元

寺
小
路
）
に
対
し
て
、
八
塚
一
帯
が
新
寺
小
路
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
周
辺
に
建
つ
多
く
の
寺
院
は
、
開
発
の
影
響
で

そ
の
境
内
を
狭
め
、
墓
地
も
多
く
が
移
転
し
ま
し

た
。
し
か
し
寺
院
の
並
び
は
、
江
戸
時
代
の
配
置
が
、

ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
、
い
ま
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
は
再
開
発
が
著
し
く
進
む
場
所
で
あ
り
な
が

ら
、
江
戸
時
代
の
城
下
町
の
名
残
を
色
濃
く
残
し

て
い
る
地
区
な
の
で
す
。

歴
史
的
建
造
物
の
宝
庫

　
江
戸
時
代
以
来
の
寺
町
と
い
う
歴
史
の
古
さ
に

呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
こ
こ
に
は
、
江
戸
時
代

以
来
の
建
物
を
残
す
寺
院
が
建
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
代
表
格
が
孝こ
う
し
ょ
う
じ

勝
寺
で
す
。
二
代
藩
主
忠た
だ
む
ね宗

の
夫
人
・
振ふ
り
ひ
め姫
（
孝
勝
寺
殿
）
が
帰き

え依
し
た
寺
院
で
、

振
姫
の
母
や
振
姫
本
人
が
葬
ら
れ
ま
し
た
。
宮
城

野
通
駅
を
出
て
真
っ
直
ぐ
に
東
へ
向
か
う
と
、
平

成
の
建
築
物
で
あ
る
五
重
塔
を
背
景
に
、
江
戸
時

代
に
建
て
ら
れ
た
山
門
が
姿
を
あ
ら
わ
し
ま
す
。

　
ま
た
境
内
に
入
る
と
、
本
堂
の
脇
に
、
四
代
藩

主
綱つ
な
む
ら村
が
生
母
三み
さ
わ
は
つ
こ

沢
初
子
を
弔
う
た
め
に
建
て
た

釈
迦
堂
が
、
姿
を
と
ど
め
て
い
ま
す
。
元
禄
八
年

（
一
六
九
五
）
に
榴
ケ
岡
に
建
て
ら
れ
、
昭
和
四
八

年
（
一
九
七
三
）
に
現
在
地
に
移
築
さ
れ
ま
し
た
。

　
逆
に
孝
勝
寺
か
ら
移
築
さ
れ
た
建
物
も
あ
り
ま

す
。
現
在
、
成じ

ょ
う
か
く
じ

覚
寺
の
山
門
と
な
っ
て
い
る
門
で
、

も
と
も
と
は
孝
勝
寺
に
営
ま
れ
た
三
沢
初
子
の
霊

屋
の
門
で
し
た
。
移
築
は
明
治
時
代
に
な
っ
て
か

ら
の
こ
と
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
政
宗
が
帰
依
し
た
僧
明み
ょ
う
き
ょ
う

慶
の
開
創

と
伝
え
る
正し
ょ
う
ら
く
じ

楽
寺
に
は
、
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）

に
再
建
さ
れ
た
本
堂
と
、
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）

建
て
ら
れ
た
山
門
が
、
ま
た
、
三
代
藩
主
綱つ
な
む
ね宗

の

生
母
・
得と
く
し
ょ
う
い
ん

生
院
が
葬
ら
れ
た
善ぜ
ん
ど
う
じ

導
寺
に
は
、
享
保

年
間
（
一
七
一
六
～
一
七
三
五
）
の
再
建
と
さ
れ

る
門
が
、
い
ま
も
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

宮
城
野
通
駅
周
辺
は
江
戸
時
代
の
古
建
築
の
宝
庫

で
も
あ
る
の
で
す
。

　
宮
城
野
通
駅
で
地
下
鉄
を
下
車
し
た
ら
、
江
戸

時
代
の
寺
町
に
も
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
な
か
で
、
存

分
に
古
建
築
巡
り
を
楽
し
め
る
は
ず
で
す
。
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江
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時
代
の
寺
町
を
訪
ね
る
」

第 11 回
宮城野通駅

【観覧料】　常設展料金でご覧いただけます。
　　　　　一般・大学生：460円、高校生：230円、小・中学生：110円
　　　　　　　　※30名以上の団体：一般・大学生360円、高校生180円、小・中学生90円
　　　　　　　　※その他各種割引があります。詳しくはお問い合わせください。

開館時間：午前９時～午後4時45分（最終入館午後4時15分）●11月の休館日：毎週月曜日、11/4(金)、11/24(木)

― 斎藤報恩会寄贈の名品
会期：11月11日（金）～12月27日（火）

〒980-0862仙台市青葉区川内26番地〈仙台城三の丸跡〉
▶ツイッター  ＠sendai_shihaku 仙台市博物館 検 索

主催：仙台市博物館
後援：宮城県、宮城県教育委員会、河北新報社、毎日新聞仙台支局、朝日新聞仙台総局、読売新聞東北総局、
　　　産経新聞社東北総局、日本経済新聞社仙台支局、仙台リビング新聞社、ＮＨＫ仙台放送局、ＴＢＣ東北放送、
　　　仙台放送、ミヤギテレビ、ＫＨＢ東日本放送、エフエム仙台、ラジオ3FM76.2

戦国の伊達・政宗の城・仙台の町

伊達政宗の時代から幕末まで
仙台藩の歴史をたどる
多数の古地図も展示！

斎藤報恩会寄贈資料

仙台市指定文化財
奥州仙台城絵図　正保二年（1645）

企画展
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